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探鳥会案内

鳥　民　便　り

■一日、‾、■H′・rヽ11■Jr■－■1’ヽJ■一一■、■■ヽ■い㌧■■‾ヽ■いl■■　●日、ヽ■■●＝【■いり′■【．．一一ヽ′●－．l■、■叫．．へ．、一一■rイH、■■ヽ■r▲・．い　、　H．．′■ヽい‖・′●．1、ヽJH－いい‾ヽ＿■り一′－ヽい、

探鳥地案内に今旨から番号をつけることにしました。これまでの案内には番号はありません

でしたが、次のようにみなすことにします。

29号　石狩川河口　①　　29号　鵡川河口　②

カモ類の群集地

北村の鏡沼

33号　新得山　③　　34号　函館山　④

◆位置　空知郡北村　岩見沢市より

北西約10kln

◆概況　北村地区はそのほとんどが水田地帯となって

おり、鐘沼の近くには石狩川が流れ、三日月湖その他

大小の沼が点在している。

鏡沼は、北村牧場（北村昌次氏経営）が所有する周

囲約800111の沼で、縁にはヨシがはえ、まわりは樹木

に囲まれている。

◆交通　岩見沢駅前の中央ノミスターミナルから「月形

行」または「北村循環」に乗る。「月形行」に乗った

場合は牧場入口で下草、左手前方に牛舎、サイロが見

える。「北村循環」バスの場合は北都入口で下車、月

形方向に向って約700m。

◆探鳥の時期　この沼をご紹介する一番大きな理由は

10月1日の狩猟解禁とともに、／、ンクーの手をのがれ

て多数のカモ類がやってくるからである。夏期にはカ

イツブリやバンなども見られるが、やはりここではカ

モ類を見るのが一番だ。

従って、時期としては10月に入ってからが一番良

く、昨年10月末に行った人の話ではカモ類が約1，500

～2，000羽いたとのことで、私が行った11月23日でも

コガモ、マガモを中心に500羽くら

いみることができた。

◆見られるカモ類　マガモ、カルガ

モ、コガモ、ヒドリガモ、オナガガ

モ、ハシビロガモ、キンクロハジロ

など。

◆地図　5万分の1　当別

◆その他　鏡沼は、私有の沼なので観察には特にマナ

ーを守りましょう。　　　　　　　　（白沢昌彦）
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涛沸湖周辺の野鳥

城　　殿　　　　　博

1972年4月24日早朝、シベリア方面への旅立ちを間近

に控えておびただしい数の水鳥で賑う涛沸湖に足を運ん

で以来、その周辺に水鳥以外の鳥が生息するのにも適当

な、森林、畑地、海岸などの多様な環境のみられるこの

場所の魅力にとりつかれてしまった。すでに6年以上も

前のことになってしまったが、その後これまでに私自身

が確認、記録することのできた野鳥を本誌をお借りして

、．＿　　報告したい。

観　察　期　間

昭和47年4月～昭和52年11月までの4年6ケ月

（昭和51年5月～昭和52年4月は観察を一時中断）

観　察　地　域

溝沸湖と湖をとりまく内陸の一帯と沿岸の海域。

調査環境の概略

オホーツク海に面した海岸線が知床半島にかかって急

な弧を措く寸前あたりに、海の波浪と河川の堆積作用に

よって外海と分け隔てられた涛沸湖がある。周周は約8

km、水深は最大で3m、平

均で1mにも満たない、海

岸に沿って細長く伸びた海

跡湖である。湖の西北端が

海と連結するので潮の影響

が強く、汽水域が湖の梨以

上に及ぶ。湖畔には夏の間

牛馬が放たれるので植生に

与える影響が強く、ハマナ

スなどの潅木額、ヒオウギ

アヤメやセンダイハギなど

の草本類等の放牧された家

畜類が食きないものだけが

正常な生育をする以外には

常に植生の丈が低い。ま

た、家畜の排泄物が湖内に

流入して湖の富栄養化を促

進するなど放牧による影響

は多岐にわたっている。湖

は11月中に湖岸から結氷を

開始し、1月にはほぼ全面が凍結するが、最近は、北浜

地区の湖岸が越冬ハクチョウのた蜘こ人為的に開水面が

保持されている。西隣にある藻琴湖は冬期間は全面凍結

する。

涛沸湖と海との間には、なだらかな起伏をうった俗に

原生花園と呼ばれる地勢が続いている。この一帯の植生

は、ハマナス、エゾノコリンゴ等の低潅木に多種多様の

草木類が混在し、夏には多くの草原性鳥類の生息場所を

提供するし、冬にはペニヒワなどの群棲する小鳥類の採

食地となる。

さらに同湖周辺には、牧草地やど⊥ト、ジャガイモ等

の畑が広がり、それらの地域にはヤチダモ、イタヤカエ

デ、ハルニレ等の広葉樹とカラマツから成る防風林が格

子状に四方八方に延びているのもこの地域の特徴であ

る。その規模は並木程度のものから幅約100m、長さ1

knl以上の天然林からなる大きなものまである。このよう

な場所は年間を通じて森林性の鳥類の生息場所に利開さ

れる。このように水鳥や渉禽頬の中継地として重要な涛

沸湖の他、周辺地域の多様な環境もあいまって、野鳥愛

好者にとってほ格好の調査地域となっている。

涛　沸　湖　周　辺　国
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鳥相の概要

観察された烏は44科218種である。日本鳥類目録改訂

第5版（1974）によると、北海道産とみなされているの

ほ56科344種であるから、調査地域でいかに多くの鳥種

が記録されたかがうなづける。218種のうち繁殖が確認

されたのは80種である。この中には、北海道以外では針

葉樹林帯にもっぱら限られているヒガラ、キバシリ等の

繁殖が平地の天燃防風林で確認された。一方、涛沸湖や

隣接する藻琴湖では相当数のカモ類やパン類等が繁殖し

た。

毎年、きまって見られる種類以外に珍種とみなされる

鳥の記録もある。水・渉禽類では、アメリカヒドリ、カ

ラフトアオアシシギ、陸鳥ではヤツガシラ、シラガホオ

ジロ、ツメナガホオジロ、アカマシコ等があげられる。

月別の確認種数推移をみると、5月（135種）と9月

（144種）をピークとする二山型となる。最低は厳寒2月

の63種である。5、9両月にピークがみられるのは、こ

の時期が夏鳥と冬鳥の移行期にあたるのと、旅烏である

シギ、チドリ類の渡来期が重なるためと思われる。

（北大農学部応用動物学教室）

月　別確認種数

12　34　5　6　7　8　9101112月

涛沸湖周辺の野鳥リスト

＿　筆者自身が確認

○　（1回のみの記録）
一一一一一一生息の可能性がある

昭和47年4月～昭和52隼11H

川号51咋・5日⊥昭52年4月は除く′1

千斗　　　ネ �,X�����顗�ｩkﾂ�1Jj �)?｢�3日　4Jj �5Jj 妬?｢�7．日 悼?｢�9Jj ���?｢�11Jj ��)?｢�備　　　　　　　　　　考‾ 

ア　　　　ビ 度����7"�4�4�6�8�� �� ��○ 亦�R����ｧ�� ��○ ��ｲ� ��沖合で確認 

カイツ7小り �4ｨ48687X8｢�6�5x8ﾘ*�4863s�8｢�7�7�4ｨ4863x���8ｨ�2�4�4ｨ4x8ｨ4ｨ48687X8｢� �� ��】 � �� �� ��涛沸湖（以下T湖）藻琴湖日か咽て棄硬 S48．9．21～10．6T湖 S50．9．29T湖 T湖で繁殖 

！ i 】 i � ��0 

ミズナキトり �7X8ｸ7ﾘ4ｨ8(8���Sx��4R�7�8��ｸ4R� �� �� �� �� ��－ ��ｲ�S48原′1㌔花園沖合 

「7 � � �� �� �� �� ��加味岩壁で繁殖 ls50．52．いずれも温水＿仁で 

くつ ��0 ��劔� ���

サ　　　ギ �8�5h5842�5H984ｨ6ﾘ5842�耳,(������� �� �� ��ｨ爾�○ �� �� ��S48T湖で幼鳥3羽を確認 S48M湖で記録 網走湖畔で繁殖 

／　す　　　　キ 劔 �� �� �� 

ガン　カ　モ �7ﾘ4ｸ92�7�5h4�42�4�4�6�4�6�8x4R�5(6�4�6�8x4R�4�96ﾈ8｢�7ﾘ4ｸ8"�4ｨ8ｸ4ｸ8"�5(4���8"�6x8(ﾔ�*���8"�8�5h5�8"�4���4ｨ8�5h4ｸ8"�7�6x8ｨ4ｸ��8"�4偖ﾉ_ｸ��4ｸ��8"�6ﾘ7ﾘ4�5r� �� �� �� ��0 �� ��S52ヒシクイの群れに混じる T湖 T．M両湖と付近のざ可川 S49T湖に2羽 S48．50T湖で1つかいを記録 T．M両湖で繁殖 吊卜 T湖で繁殖 S48秋、5（）春に渡来 S．49T湖で営巣確認 T．M両湖及び周辺で繁殖 渡来数が猿人 S．49T湖で3羽確認 湖以外にも盲立地の水溜りで少数記巌 

l �� 鳴�ﾂ�ﾂ�劔【 亶ﾂ�

∃ � ��� �� ��戸 ��

i �� �� �� �� 

0 �� �� �� 
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幸二ト　　　名 刔���*(ｮ8��,X��kﾈ�ﾂ�1j‾j �(ﾈ��3lJ 的?｢�5日 電､｢�7月 俛ﾖ｢�9ノ110月 �11ノー】 ��$ｦﾂ�備　　　　　　　　　　考 

主、ク　＼ニ �� ��� �� �� �� �� ��ｩ�(蕀?��(,Y�ﾘ*&R�?ｩh��ﾃ�4ｹU以ｸ+X,H*(.���*(鳧,���*(,(.�ｦﾙDb���8�CC偸H���)ｨﾌ�*ｩ6�,h,ﾉ�ﾂ�6ﾖﾈ��Yц,V��8ﾌ怨��Hﾌ�,h韓��+X�H,ﾈ-ﾒ���ﾈﾅ�+�*ｩ�ﾉ�ﾈ-ﾈﾚﾈ+h.�+�,b�-ﾘ,�*(�肘���晳�B�、／ロノノロ クロケモ ビロードキンクロ コオリニケ■モ 劔 ��劔 �� 

○ 

こコノイサ カワアイサ �� �� �� ��� �� 

丁／7シタカ l 盲 ≧ �7�5H5"�6x��7"�+x+$ｨ8ﾘ8�6｢� � ��－ � ��∃　O d ��○ ��この地域で繁姉か 繁殖の可能性人 繁姉 か／＿〕てT湖畔で繁殖 

】 1 �� �� �� ��b�R��� ��

ンノ すごチタ′カ ツ ハイタカ スリ クマタカ チ「ウト �� �� �� �� �� �� 

】 】 �� �� 劔� ��

○　○ �� ��○ 

l �"���鳴�薬�ﾂ� �6r� ��l 臣 【 �� 

■＼ヤ7、、サ �6���8H��x���6��0　0 ��ｸ��ｩ�� ��1 1 】 鳴�ﾂ�"���L L r �������"�6r� ��S48．1、S50．1，2T湖畔で記録 S．49小清水町浜小清水地区で記録 繁殖の服件大潮順か．’）幼鳥づれて見る1！ S49～5山卜判地【さこてiiL録 

l l 冤 l ��

ライチョウ �4x5ﾘ8�486�8x4R� ��F � �� �� �� ��楽　的 

【 � �� �� �� ��

キ　　　　ジ ��X��,H��8���X�h5(4X8�484ﾈ5b� �� � �� �� �� ��／／ 

芦 � �� �� �� 

‡し �5���98��6���8x��4R� 鳴�ﾂ� ������ �� �� ��S50までT湖畔に2羽記録 

【 � �� �� �� 

：フ　イ　ナ �4�486��7�8�4�486��7�7X486��6ﾘ�2�4�4�6�92� �� ��l 鳴�ﾂ���十 ����ﾒ�」？ ����ｲ��｢�������R� 鳴�ﾂ�����ﾂ�繁殖 ／ 

ト　リ �5(6�6x.��5h8ﾘ6�6�.���H8�6h4(6�6x.��ｷﾂ���?ｨ��6�4�8ﾒ�6h485ｸ92� ��】 ��ｲ�○ �� 偖ﾈ�ﾂ���｢� ��S刷」海岸で確認 T．MiLili湖でJi己録 ／／ ／／ 

キ �4ﾈ8x4X5x8x984ﾂ�6x4X6ﾈ92�4X5�8�984ﾒ�6�7ﾘ5h4ﾒ�4�6�5h4ﾒ�-h8�5h4ﾒ�4ﾈ8ｨ4�42�ﾈ688ｸ5h4ﾒ� ��凵i〕 �� ��ｲ� ����／／ ／／ ／ S48M湖で1才′j T．M洒j欄 〝 ／／ 〝 〝 

○ �� 
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科　　　名 偃ﾘ+X恢��顗�ｩkﾂ�1JJ �)?｢�二うり 滴ｺ店ｺ塗ｺ土?｢�剴�?ｨｹ��ﾂ����ｺ���ﾂ���$ｦ｢�備　　　　　　　　一考 

シ　　　キ �5(4�4�4�5h5h4ﾒ�4�4�4�985h4ﾒ�4ｨ8�7H6x4�4度5h5h4ﾒ�4�5H984ﾒ�5�4｣s�5h4ﾂ�4ﾈ4�985h4ﾒ�485ﾈ5h4ﾒ�5ﾈ8ｨ6�5h5h4ﾒ�4�7X8ﾘ984ﾂ�6h485h884�5h4ﾂ�6�8X4X5h884�5h4ﾒ�5�984ﾒ�F 巴�b�*ｲ�ﾂ�ﾂ�ﾂ�｢����J 鳴��｢�【 �����｢�l l 鳴�】○ ○ 亦�������巨48M湖で1羽 T．M両湖 S48T湖で1羽 T．M両欄 T湖周辺で繁殖（S49果発見・ T．M両湖 ／ ・S4〔）T湖で各1三月さ‡己録 T．M両湖 繁殖 T．Ml帖現 繁殖 

； 巴�ﾂ���l 」 ��O O l 1 1 

l l 鳴�

ー �� ��∈ �� ��（⊃ ��S47T湖で2羽記録 T湖 

○ �� ��S48T湖で右上も1羽 

カ　モ　メ �8h8ｨ4ｨ8(8��5ｨ�h4�8ﾘ4ｨ8(8��8�5h4ｨ8(8��5h8ﾘ4ｨ8(8��4ｨ8(8��4X7�6ﾈ5"� �� �� ��l l �"�ﾂ� �� ��Fl＿…群でいること：三少 ；■ない l S．－18∴i．S．19．50．52少数㍊録 

」 劔�� �� 

l ��F ��� 巴� 鳴�ﾂ� 

！ 

○ �� ��l �� �"� ��

ケイマフl」 エトヒりカ �� ��｢� 鳴��貭�l l �� 鳴�"� �� ��

【 �4ﾈ5x6��"�4�6�7�6r� �� �� �� �� �� ��繁殖 ／／ 

一〇 �� �� ��

ホトトギス �5h��8h�X7X486��4ｨ8ｨ5(�Sr� �� ��璧 �� ��ｲ�1 －0≡ 　r �� ��／ ／／ ／／ 

一一一1 ����

フ　ニグ　ロ　ウ �5h8ﾘ7X4�8ﾘ4R�5(6ﾘ6�5�4���Sx4�8ﾘ4R� ��5 0 �ｨ�X耳�｢�○ ○ �� �� �� ��S51．1羽記闇再伸冊氏：二よる S50．ユ羽天然防風林 海樟砂If∴牧草地に生息 S49天然防風林に1羽 ／ 楽殖（天然l坊風体） 

ヨ　タ　カ �8�������5�����4｢� �� �� �� �� �� �� 

○ �� �� �� �� 

カ　ワ　セ　ミ �8H7ﾘ5ｨ7��4ｨ8�5ｨ7�� �� �� �� �� ��8�｢� ��繁殖（S49巣立幼鳥3羽と親、・ M湖畔で繁殖 

… l � 

L 【 �� �� �� �8恢､8ｭﾘﾛｸ棈�3�狽�

キ　ツツ　キ �4�8ｨ5�42�8H7ﾘ5�8��4�7ﾘ5�8��4�4ｨ5�8�� �� �� �� �� �� ��l坊風林、海岸付近で繁殖 大然防風林 S48T湖畔付近の林で雄1記録 繁殖 

【 l 鳴� ��l 巴�"�l ��l ��
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科　■　名 偃ﾘ�����顗�ｩkﾂ�1月 �(ﾈ��3月 滴ﾈ��5月 塗ﾈ��7月 嶋ﾈ��9，月 ���ﾈ��11月 ��(��ﾈ��備　　　　　　　　　考 

コアカゲラ コ　ゲ　ラ �� ��l �� �� �� �� �3C�5i�)f浦y}�,YL��"�L��"�

L �� �� �� �� ��

ヒ‘バ　リ �7�������6ﾘ�8����8｢� �� �� �� �� �� ��繁殖　し牧草地に多しり 
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注）原則として亜建名の記載堵さけたが、外見上客鋸二識別がつく亜柿については（）をつけて示した。

スポ　ット 小鳥の村の記録

今年も札幌市藤の沢の小鳥の村の記録がまとまりました。ガリ刷り、45ページで、コムリドリの標

識放鳥や、このコムクドリの渡りの先と思われる東南アジアの子供へ文通の呼びかけなど、藤の沢小

学校の子供たちの記録が盛られています。小沢名誉村長がニコニコしながら報告にみえました。

新　年　懇　談

1月27日、13：30～17：00、本会事務所のある札幌

市中央区北4条西5丁目「林業会館」3階会議室で、

恒例の新年懇談会が開かれました。

当日、会が開かれる頃からほ、午前中の穏やかな日

和とはうって変った吹雪模様の天候となりましたが、

久々の会合でもあり、熟しな会員各位のご協力と、中

には吹雪の中を、帯広からかけつけて下さった方もあ

ったりして、参加者は前回に倍加する盛況を星しまし

た。

始めに、土屋副会長の新年のごあいさつとお話があ

り、続いて、お菓子やミカンをつまみながら、参加者

各位の自己紹介をかねた野鳥観察近況報告がなされ、

今冬の冬鳥の情報が交換されました。

会　　　　　新　宮　康　生

次いで、会の運営やあり方についての話し合がもた

れ、特に探鳥会のあり方について、意見や希望が出さ

れ、今後の探鳥会にとって有意義なひとときでありま

した。

最後に参加者各位が持ち寄られた、野鳥と植物のス

ライドの映写会を楽しんだ後散会しました。

〔参加者〕

佐藤　実　小川　巌　豊島博男　村野紀堆　猪口

卓・則子　谷口一芳・登志　曾限モト　半沢正九郎

土屋文男　新宮康男　白沢昌彦　野々村　菊　野口正

男　早瀬広司　柳沢信雄・千代子　平井さち子　羽田

恭子　萩　千賀　梅木質俊　大森信善　平沼　裕　宮

崎政寛　苅谷昭道　長井　博　新妻　博　（記名順）
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中国見聞報告
長　　井 博

）

私は昨年7月に、友人4人と共に中国再訪2週間余の

旅をしてきた。中国で客死した友人の7回忌に出席する

だけの目的であったから、それに費した半日以外の時間

は、全く自由であった。

私の場合、美術陶芸等に興味があったり、妻と共にア

イヌ文化の伝承者、萱野茂氏の作業を手伝ってきた関係

上、古代の技術文化や少数民族文化の伝承に特に興味が

あり、大半はその方面の見聞に時間を費した。したがっ

て野生鳥獣研究方面の見聞は、その次になった事を、ま

ず告白しておこう。

野生鳥獣の研究機関

中国で野生鳥獣の研究調査をしている機関は、主に3

種類あって、その第一が科学院直轄の動物研究所であ

る。この正式な研究所は5箇所あるというが、私がコン

タクトを取ったのは、北京と雲南の2箇所だけである。

開設以来ほじめての外国人研究者？　ということで、質

問責めの歓迎を受けてしまった。他の3箇所の所在地は

聞きもらした。種々の報告書を見るかぎり、仮設の施設

はその他にもあると思われる。数人の学者が何の援助も

なしに辺境の地へ赴き、そこで食住の自活をしながら調

査研究を続け、それが政府直轄の研究所に昇格したとい

う例がしばしば見られるのだから、その可能性はきわめ

て強い。

第二は大学である。北京大学の場合は、生物学部、動

物学科で野生鳥獣の研究をしている。他の大学について

は訪問していないので解らないが、文献には理学部から

調査報告を出しているものもある。しかし現状ではま

だ、生物学部がこの分野を担当している傾向が強いと思

われる。

第三は動物園だと聞いた。北京と広州で動物園へも行

ったが、そこに集まる野鳥を見ている内に、研究者と会

雲南省路南県の海底隆起による景観

う事を忘れてしまったので、どのような研究をしている

のか解らない。捕獲するために数箇月問も山に入ったと

か、繁殖の調査に入ったとかいう話は聞いたが、前記二

例とは違って動物園の性格と合致した調査なのであろ

う。パンダもそれにしてやられたくちであろうか。

研究分野は？

文献を見る限り、人工飼育等生態に関するものもない

わけではないが、中国における鳥類研究部門の全体像

は、まだ区系一本やりといった印象を受けている。科学

院で鳥類部門の最長老、世界的な学者、鄭作新博士も分

類学のオーソリティーである。ベテランとして私に紹介

された鄭宝賓、彰燕章、匡邦郁、柳嵐の各先生もみな、

直接間接に鄭博士の弟子であった。

彼等の主たる調査研究は何であろうか。彼等の言う分

布調査であろう。ラインセンサスといったなまやさしい

ものではなく、捕獲し、計測し、ラベルを付して学術標

本を作るといった、折居彪二郎氏の時代と大差ない作業

に思われる。これは単なる推測ではないつもりだ。中国

ではまだ鳥類図鑑が出版されていない。雲南の研究所に

は、外国の図鑑も入っていなかった。鄭博士は、亜種も

含めて2JO77の鳥類を報告しており、この識別を図鑑な

しで完全に覚えるのは無理だと思う。また私に対する質

問もその辺の問題に集中していた。

中国の鳥類研究は、先進諸国や国内の他の研究部門と

比較しても、かなり遅れており、追いつくにはまだかな

りの年月を必要とするだろう。紙面の都合で中途半端な

報告になってしまったが、この続きは別の機会に譲りた

い。　　　　　　（〒06仁01札幌市豊平区東月寒235）
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果実を食べる鳥と

多肉黒をつける樹木との関係

斎　藤　新　一　郎

鳥と木の実との相互関係については、これまでに、鳥

の研究者による多くの研究が行われてきました。黒田

（1967）の研究はその代表的なものですし、鳥の食べる

果実をつける樹種のリスト、樹木に集まる鳥のリストな

ども充実しつつあります。

けれども、烏と果実の関係について、樹木の研究者な

いし森林造成の研究者からみた研究は、あまり発表され

ていません。その一因は、風散布樹種の造林や天然更新

が主体となっているからです。対象樹種は、針葉樹のト

ドマツ、エゾマツ、カラマツであり、広葉樹のシラカン

ぺ　ケヤマハンノキ、ヤチダモ、ドロノキなどです。つ

まり、鳥との相互関係－果肉を与え、種子を散布して

もらう　「　はなく、これらのたね（散布体）はせいぜい

単なる食物でしかありません。むしろ、林学者にとって

ほ、多肉巣樹種は造林木の邪魔者ないし雑木なのです。

雑木とは、材価が安く、利用価値が乏しく、どうでもよ

い木のニュアンスです。

樹木のたねの散布には、風、自然落下、水流、動物な

どがあり、森林成立の上からほ、風と動物が重要です。

風散布樹種は一斉林を、動物散布樹種は複雑な林をつく

る傾向にあります。動物のうち、クマ、リス、ネズミな

ども散布者になりましょうが、距離や量において、鳥の

ウエイトは極めて大きいにちがいありません。

鳥が食べて、たねをまく樹種は、高木～小高木に限る

と、およそ次のようです。なお、たねイコール種子では

ありません。

果　実　　　　　た　ね　　　樹　種

多肉果　核果　　　内果皮＋種子　エゾヤマザクラ、

シウリザクラ、エゾェノキ

ニガ車、ヤマウルシ

液巣　　　　種子　ハリギリ、タラノキ、エゾ

ニワトコ、ツタ

みかん果　　種子　キハダ

りんご果　　種子　ナナカマド、アズキナシ、

エゾノコリンゴ

きいちご果　内果皮＋種子　ヤマクワ

袋果　　仮種皮つき種子　ホオノキ、モクレン

仮種皮つき種子　　　　　　イチイ

このほかにも、低木にはイヌツゲ、キンギンボク、ク

マイチゴ、ツリバナなどがあり、つるにはヤマブドウ、

ツルウメモドキなどがあります。

また、ドンクリやいくらかのたねは、カケスやカラス

類に貯蔵され、食べ忘れられたものが発芽します。

多肉采の進化は、烏に好食され、その見返りにたねを

散布してもらう方向にあると考えられます。私はこれに

ついて、次のように考えています。①果実が大きくなる

し、多数つく、②果皮の色が鮮明になり、③果肉の肥大

があり、④種皮ないし内果皮が硬化発達する。

②の色については、唐沢（1978）によると、常緑樹で

は緑葉を背景にした赤熱異がふつうであり、落葉樹では

枝に果実のみを残すことが多いのです。薄暗い林床の低

木類の多くは鮮やかな赤～オレンジ系統の多肉栗をつけ

ますし、高木でも多くの果実は房や穂に集まっています

から、鳥の食物さがしに役立ちます。この果実の色は、

果実食鳥に対するディスプレイとみられます。

④の硬化は、果肉だけが消化されて、たねは消化され

てほならないからです。それゆえ、多肉巣をつける樹種

は、苗木つくりにおいては、発芽しにくいたわ（硬実と

いう）をつけます。私たちほ、種皮が硬化しないように

と、また土中で春までにバクテリアが種皮をいくらか腐

らせるようにと、秋にすぐたねまきします。これを、烏

散布とは関係なく、とりまきといいます。

風散布樹種のたねは、鳥にとってほ単なる食物です。

それで、これらの果実は褐色系統が多く目立ちません。

裸子植物のイチイは、仮種皮をもつことにより、被子植

物のようなたね散布をして、今日も生残っています。

おわりに、鳥と森林の関係を観察する方法について述

べますと、①鳥が木の実を食べている様子、②鳥の糞中

のたね、③とまり木の下や周辺の実生、④人工林内に侵

入した椎百・若木、⑤若木と親木の距離などです。③ほ

都市でも観察できますし、都市植生と果実食烏の研究に

つながります。④は私たち林業研究者がもっと力を入れ

なければならない分野と考えられます。

多肉果樹種をたくさん植えて、花や葉とともに、美し

い木の実を楽しみ、野鳥にも食物を与えましょう。

参考文献

黒田長久1967　鳥類の研究「生態．320pり新思潮社．

斎藤新一郎1976　苗木育成からみた樹木種子の運搬者

としての鳥類の役割について．鳥、25＝41～46．

唐沢孝一1978　都市における果実食烏の食性と種子散

布に関する研究‥鳥、27．1～20．
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道東の鳥のノートから
‾百　　武　　　　　充

）

）

私は1974年7月から1977年8月まで、弟子屈町川湯に

住んだ。その間、本誌26号に「川湯周辺の鳥」として77

年1月までの記録を報告したが、その後の記録と、ホー

ムレンジ以外の道東各地で観察した鳥のうち、この地方

では少ないと思われるものをまとめておきたい。

川湯周辺の鳥補遺

1977年2月から8月までの間のノートから、下記のと

おり記録の追加をする。

1新しく記録した種類

ノゴマ18　5月21・23日　川湯温泉

ツ　ミ　1羽　6月10日　仁伏

エゾセンニユウ　さえずり　6月25日　池の湯

アカショウビン　さえずり　6月28日　川湯温泉

上記4種を追加できた。これで、私が川湯周辺で観察

した鳥は、本誌26号の129種と合わせて133種である。

2　夏のイスカ

1977年7月から9月にかけて、川湯付近と藻琴山の針

葉樹林帯でイスカの群を観察した。近くで姿を見たのは

7月12日（川湯、約10羽）と8月10巨］（藻琴山、3羽）

であるが、その他確認には至らなかったものの、大きさ

や形からイスカ以外に考えられない10～20羽の群が飛ぶ

のを、川湯温泉周辺で数回観察している。

道東の鳥

1　メ　ジ　ロ

1976年8月27日に知床岬でメジロを観察した。このこ

とについては、本誌30号（第1回野鳥調査のまとめ）及

び31号（曜日の野鳥）で言及されているが、改めて観察

時の状況を記しておく。

場所は知床半島の突端、知床岬燈台の直下である。岬

付近は草原であるが、燈台付近より上部斜面と南側の平

地はミズナラを主林木とする広葉樹天燃林がおおってい

る。この、草原との境に近いところで、近くの木にとま

る2羽の姿を観察した。他にも樹冠内でさかんに声がし

ていたので、おそらく5羽以上の群であったと思う。2

羽のうち1羽は背面の緑色が非常に淡く、若鳥のようで

あった。

メジロは道東・道北ではきわめて稀で、繁殖もおそら

く確認されていないと思われる。しかし、知床岬付近の

広葉樹林は、夏季の相観はメジロの好む暖帯の常緑カシ

林にかなり似ており、冬季は移動するとしても、ここに

隔離的に分布繁殖する個体群があっても決しておかしく

ほないという印象を受けた。南千島方面とのつながりの

可能性も含めて、今後の調査に期待したい。

2　　ツ　バ　メ

1974年11月19、26、30日の3回にわたり、斜里町市街

地内でツバメを観察した。いずれも1羽で、場所も斜里

駅から役場西方まで約1キロの範囲内に限られている。

しかし、26日に観察した個体は他の2回のに較べて明

らかに尾が短く、全部が同一個体であったとは信じられ

ない。11月の斜里はすでに真冬であり、とくに19日はか

なり激しい吹雪であったが、ツバメは雪の中を飛び、家

屋の軒裏をのぞきこむようにしながら少しずつ移動して

いた。越冬しているクモや昆虫を探していたのではない

かと思う。他の年にはそれほど斜里に通わなかったので

観察はこの年だけであるが、斜里町在住の森信也氏は秋

冬のツノミメほ見たことがない由である。

本州などで越冬するツバメは大陸で繁殖するもので腹

面が白くないそうである。しかしこのときは3回とも双

眼鏡なしの観察であり、光線が弱かったり距離が遠かっ

たりで、腹面の色彩まで確認できなかったのは心残りで

ある。

3　ハジロクロハラアジサシ

1976年5月22日　野付半島ボンニッタイ付近夏羽1羽

4　　ミヤコドリ

1976年5月22日　涛沸湖マルマン川河口　2羽

3と4ほ同じ目の観察で、当時環境庁鳥獣保護課の中

島和氏と2人で見たものである。
ハジロクロハラアジサシは野付半島基部の尾岱沼側

で、このあたりから当幌川方面にかけて多数飛んでいた

アジサシ群［国こ発見したものである。遠方を飛行中のも

のの中にも黒くみえる個体1～2羽があったが距離が遠

すぎたため確認に至らず、近くに飛来した1羽のみ確認

できたものである。

その後山越えで斜里側に移動してミヤコドリを見た。

30分ほどの観察中ずっと同じところにおり、眠ったり、

付近を歩いて採餌していた。この日は根室・網走・川湯

と道東一帯の渡り鳥渡来地をめぐる、300キロ以上を走

る行程であったが、収穫の多い日であった。

5　ジョウピタキ

1976年12月3日　尾岱沼市街南方で18を観察した。

6　タ　ゲ　リ

1977年4月13日　釧路湿原の東釧路一遠矢間を走る列

車の窓から、飛行中の1羽を観察した。

7　ツメナガホオジロ

1974年11月10日　風蓮湖春国岱、75年12月30日　尾岱

沼、77年2月26日　尾岱沼で、いずれも仁羽観察した。

尾岱沼ではユキホオジロと一緒に行動していた。

（〒390－15長野県南安曇郡南安曇村126）
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l　　している嶋田氏に敬意を表したいと思います。

）　　しかし、広くない会場に、写真展とかかわりのない打

i　合せが行なわれており・観賞を妨げられたのは私のみで

（なかったこと、さらにこのよい企画がPR不足であった

カワセミの写真展をみて

谷口一芳

カメラマン嶋田忠氏のカワセミの写真展が1月16日か

ら31日まで、札幌キャノンサロンで開かれた。この案内

は「野鳥だより」で知り、三たび訪れることができ大変

楽しく、野外での観察とまたことなった感動を覚えまし

た。

私は見る前からカワセミのもっている生きるための形

態と生態、すなわち、知られざる世界の秘密にふれるこ

との期待にあったのです。

この期待にたがわず素暗しい30余点の作品でありまし

た○カワセミが何を考え、何をしようとするのか、枝に

とまり、ある時は水流の岩にただずみ、美しい色彩と姿

態が生活環境の中で生き生きとしていたことでありまし

た。

いままで、まれにホバリングやダイピンクに遭遇して

も双眼鏡から一瞬に消えてしまい、その網膜の余韻に感

激するにとどまっていたのが、その瞬間をとめて見るこ

とができたからです。雄から雌へ捧げるヤマメはお頭か

らさし出すしぐさにヒト以上のマナーを感じさせられた

し、子そだての三態は次の展開はどのようになるかと想

像させてくれました。

また、雪化粧をした岸辺の雑草にとまり、湖面をみつ

める姿は日本画をみるような幽玄の世界で、静から動へ

の間というものを感じたし、ぎさらに自燃界というきび

しいおきてを直視する死体の写実も強く印象に残りまし

た。

カワセミの世界というタイトルにふさわしい作品群

で、いろいろな諸条件を克服しての決定的瞬間をものに

ことはまことに残念なことでありました。

さて野鳥の写真を見て思うのですが、プロのものは見

せるものを撮るし、また量的にも多いのですが、アマの

ものもすてがたく、1月27日の新年懇談会でも数人のス

ライドを見せてもらいましたが、素暗しいものが何枚も

ありました。要は積極的に撮る行為の世界が、決定的瞬

間のチャンスを与えてくれるものと…思います。撮る皆

さんに期待してやみません。撮らない私からのねがいで

す。〒063札幌市西区手稲西野4条9丁目（1979．2）

多摩川か　ら

森　拓人

私ども、4月末に仮の住まいである川崎の多摩川河畔

から東京の狛江に移ってまいりました。ちょうど多摩川

をはさんで北東方向、斜め向かいというあたりです。

新しい住まいは住宅公団の神代団地というところで、

最寄りの駅は京王線のつつじヶ丘です。大手町の社まで

家からちょうど1時間、探鳥地の高尾山まで4・50分、

聖蹟桜ケ丘（冬鳥観察の適地）まで30分、多摩霊園まで

同じく30分くらいと便利なところです。また都心に近い

割に比較的縁が多く、畑もそこここにあります。先日こ

こへ来て初めて、高尾山に探鳥に行きました。日曜それ

も晴天ということもあり、烏より人の数の方が圧倒的に

多く、野幌は良かったなあ、北海道は良かったなあと思

いながら歩いていました。当日見たもの（○）多いもの

は、

○カルガモ　キジバト　アカショウビン　○アオゲラ

コゲラ　○ツバメ　○ヒヨドリ　ヤブサメ　ウグイス

○センダイムシクイ　キビタキ　○コサメピタキ　ヤマ

ガラ　○シジュウカラ　ホオジロ　○カワラヒワ　イカ

ル　○スズメ　○ムクドリ　○カケス　○ハシブトガラ

ス　です。

1日歩いてこれだけですから前途多難というところで

すが、北海道を懐かしんでばかりはいられないので、も

っと人の入らない静かな奥多摩、奥武蔵の山をフィーノし

ドに開拓しようと思っています。

多摩川の一冬の記録を同封しました。そまつなものや

すが初めてまとめたものです。

多摩川の烏（河ロー聖蹟桜ケ丘1977．12．25～

1978．4．24　調査回数20回）

調査地点‥丸子橋付近、六郷橋～河口　関戸橋

付近（聖蹟桜ケ丘）
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1カイツブリ　2ゴイサギ　3ダイサギ　4コサギ

5アオサギ　6マガモ　7カルガモ　8コガモ　9ヨシ

ガモ10ヒドリガモ11オナガガモ12ハシビロガモ

13ホシハジロ14キンクロハジロ15ミコアイサ16ト

ビ17チョウゲンボウ18キジ19クイナ　20バン　21

イカルテドリ　22シロチドリ　23ムナグロ　24ハマシギ

25アオアシシギ　26ツルシギ　27クサシギ　28タカブシ

ギ　29イソシギ　30タシギ　31ユリカモメ　32セグロカ

モメ　33ウミネコ　34キジバト　35コミ　ミズク　36カワ

セミ　37ツノミメ　38ヒバリ　39キセキレイ　40ハクセキ

レイ　41セクロセキレイ　42タヒバリ　43ヒヨドリ　44

モズ　45ジョウピタキ　46イソヒヨドリ　47ミグミ　48

ウグイス　49オオヨシキリ　50セッカ　51シジュウカラ

52ホオジロ　53カシラダカ　547オジ　55オオジュリン

56カワラヒワ　57スズメ　58ムクドリ　59ハシボソガラ

ス　6］ハシブトガラス　61ドバト　62ベニスズメ

〒182狛江市西野川ト「25－57（1978．6）

ひなを苔むヘビ

藤林忠雄

探鳥へ出かけると、しばしばヘビに出くわし一瞬ドキ

ツとさせられる。特別ヘビを毛嫌いするわけではないが

好感もてぬ。昨年7月野幌森林公園で探鳥会が催され

た。この時みたのは大沢公園にあるキタコブシの木にか

けられた巣箱でのことだったが、アオダイショウが侵入

し、この巣箱でひなを育てていたシジュウカラの親の愛

するひなを全部丸呑みにしてしまった。ヘビは巣箱から

何度か身を乗り出しかけるが、シジュウカラの親が騒ぎ

巣口近くを飛び回るためヘビはなかなか逃げられずにい

た。わずかな隙をついてヘビはするりと身を乗り出し幹

をったって出てきた。一体何羽のヒナを呑み込んだので

あろう。運悪くこのヘビは子供達に掴まり、容赦なくふ

り回されると、たまらず呑み込んでいたヒナを吐き出し

鳥の巣穴から出るヘビ

てしまった。全部で6羽、既にへどの胃液で溶けだして

いた。弱肉強食といえども無抵抗なひな達が食べられる

って本当に可愛憩です。かと言ってヘビを虐め殺したり

すると自燃のサイクルを狂わす結果にもなり本当に困っ

たものである。〒069－01江別市大麻南樹町2　R15－21

標識をつけたオオハクチョウ

について

長尾　康

12月15口大沼公園に1C48の標識をつけたオオノ、クチ

ョウが飛来した。

このオオハクチョウは53年3月8日に青森県の小湊で

放鳥されたものです。

大沼にこのような標識をつけたオオハクチョウの飛来

は初めてです。　　〒041函館市中道町30－2窓明案

青い鳥よこい

伊藤正清

今年も米ました。バードテーブルに、ゴジュウカラ、

これからどんな鳥が来るのか楽しみです。でも僕は独身

やはり一日も早く青い鳥（嫁）さんが来るのを待ってま

す？　写真撮影　54年1月3日　室蘭測量山で

〒050室蘭市みゆき町3「2－9　みゆき荘
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後志・槍山地方の鳥相：夏と秋の小記録から

小　　川　　　　　巌

これまで何らかの形で公刊されたことのある道内の鳥

類に関する報告、記録は何編位あると思いますか。私が

整理した限りでは、新旧とりまぜて約1，000編程度なの

でほと見当をつけている。もちろん、この中には随筆の

類は含んでいない。たとえ1例報告であっても、各地の

鳥類相を知る手がかりになるものに限っての話である。

では支庁別にみて、この種の報告が多いのはどこかご

存じですか。意外なことに、石狩のほか、釧路、根室管

内が御三家ということになる。逆にもっとも少ないのが

後志、桧山管内。槍山には2、3編の報告があるのでま

だ救われるものの、驚くなかれ後志に至っては皆無の状

態なのだ。

前置きが長くなってしまったが、昨年（昭和53年）の

夏から秋にかけて、たまたま鳥相のこ空白地帯こにfLiか

ける機会があった。不完全な記録なのは承知の上で、以

下愛護会のチェックリストを整理し、その一端を再録し

てみることにしよう。（渡島管内長万部町にも立寄った

ので、その記録も付記する。）

黒松内町歌才・ブナ自生林（後志管内）・7月21日

エゾライチョウ　キジバト　カッコウ　ツツドリ　コ

ゲラ　ヒヨドリ　アカハラ　ウグイス　キビタキ　ハ

シブトガラ　シジュウカラ　アオジ　イカル　ハシブ

トガラス　（14種）

寿都町寿都海岸（後志管内）　7月21日

ウミウ　イソシギ　オオセタロカモメ　ウミネコ　キ

ジバト　ツノミメ　イワッ／ミメ　ハクセキレイ　ノビタ

キ　イソヒヨドリ　ホオジロ　ホオアカ　アオジ　カ

ワラヒワ　ベこてシコ　ノ、シポソガラス　（16種）

長万部町・静狩湿原（渡島管内）．7月21日

オオジシギ　ヒバリ　ツバメ　モズ　ノピタキ　コヨ

シキリ　ホオアカ　シマアオジ　オオンユリン　カワ

小　樽　港

53．12．10　10：30′一一13：00

梅　木　賢　俊

こ暖冬少雪こといわれた今年の冬です

が、小樽港探鳥会のこの日も暖気模様で

みぞれのあいにくの天候でした。

ラヒワ　ハシボソガナス　（11種）

上ノ国町湯ノ岱～七ツ岳沼（檜山管内）‥9月6日

カルガモ　ノピタキ　ウクイス　シジュウカラ　（4

種）

江差町竜巻山付近・ヒバ自生林（檎山管内）・9月7日

ェゾライチョウ　キジバト　コゲラ　ェナガ　／、シブ

トガラ　ヒガラ　シジュウカラ　アオジ　ハシブトガ

ラス　（9種）

北桧山町・狩場山（桧山管内）：9月8日

トビ　ツ　ミ　ハイタカ　ノスリ　キジバト　アカゲラ

モズ　カヤクグリ　ノピタキ　ウグイス　ハシブトガ

ラ　シジュウカラ　ホオジロ　ウソ　イカル　ハシポ

ソガラス　（16種）

〒CDl札幌市北区北10条丙3丁目　酒井方

の最高でした。

海上での探鳥後は、恒例になっている

屋内での8ミリやスライド映写、そして

甘酒を飲んでの懇談と有意義な一日でし

た。

〔記録された鳥〕　小型カイツブリ（ノ、

ジロカイツブリか？）　ウミウ　ヒメウ

シノリガモ　コオリガモ　ホオジロガモ　ユリカモメ

目的の一つであるウミスズメ類が確認されなかったの　　オオセグロカモメ　シロカモメ　カモメ　ウミネコ　ミ

は残念でしたが、それでも愛護会員はじめ野鳥の会小樽　　ッユビカモメ　スズメ　ハシボソガラス　ドバト15種

支部、江別支部の方々が40名以上も参加され、これまで　〔参加者〕　高橋明子　武田勝利・忠義　小杉山哉史

－14　」
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藤原直人　佐藤和弘　絵内厚子　白澤昌彦　深村康雄

谷口一芳・登志　井上元則・恒則　細山久男　羽田恭子

早瀬広司・富　柳沢信雄・千代子　野々村菊　新妻　博

吉岡義明　藤沢伸也・ひろき　竹内喜代治　津田新平

富樫敏雄　松山佳則　天本治夫　村野紀雄・森　佐々木

勇　梅木賢俊　渡辺俊夫　中野高明　亀尾紋十郎　吉田

五市　小樽市北山中学校生徒7名　44名

〔担当幹事〕　亀尾紋十郎　梅木賢俊

藤　の　沢

1979．1．28　10：00～14：00

天　本　治　夫

雪目の探鳥会にもかかわらず、遠く帯広、小樽からの

参加もあり、総数36名でした。

終日、降雪のためか、餌台に寄りついた野鳥は、スズ

メ、アカゲラ、カケス、シジュウガラ、ハシブトガラな

どでしたが、自然の鳥を自然の姿で、心ゆくまでのんび

りと観察することが出来たのは、実に楽しかった。

昼食時には、小沢氏夫妻の心ずくしの豚汁料理や、「藤

の沢の水（ノミッカス）」を御馳走になりながら、副会長の

井上元則先生の烏談を聞き、その後は、参加者全員の自

己紹介と続き、探鳥会は、さながら懇親会そのものとな

り、会員相互の親睦が大いにほかられたようです。

諸先輩の話の要旨は、「人間は趣味を持ち、心豊かに

長生きすべきだ」ということだった。

昼食後は、野鳥の生態写真を披露してもらったり、鳥

の観察情報の交換があるなど、屋内探鳥会ならではの風

景で、なかなか有意義な探鳥会でした。

最後になりましたが、かかる「場」をご提供下さった

小沢氏夫妻に深く感謝いたします。

〔記録された鳥コ　アカゲラ　ノ、シブトガラ　シソュウ

カラ　スズメ　カケス　ハシブトガラス　6種

［参加者〕　山崎カツエ　早瀬広司・富　神野拓・敬子

天本治夫　清水幸子　鶴崎展巨　野々村菊　柳沢信雄・

千代子　米山露子　佐々木俊一　井上元則　河内一男

藤原直人　羽田恭子　平沼裕　梶浦英子　黒田聖子　清

野久子　中野進　依田公子　亀尾紋十郎　高橋明子　細

山久男　北原義幸　吉岡義明　藤原伸也・宏樹　平井さ

ち子　曾根モト　谷口一芳・登志　小堀煙治　小沢広記

〔担当幹事］　平井さち子　小沢広記

野　　　幌

1979．2．18　9：30／■）13：10

岡　沢　孝　雄

雪は激しく降っていた。風がないのが好運であった。

三々五々頭と肩に雪を積らせ国鉄大麻駅から野幌森林公

園に向う。公園に入るコースに沿って一列一団となって

歩く。スキーを付けると、とたんに心が躍り走り出した

くなるのを押え、ゆっくり当りを見回わし鳥を探す。

鳥にとってほ余り好ましくない日和なのだろう。姿を見

せない。この探鳥会に参加した仲間5人、4人は本州出

身で、うち1人はその日が初めてのスキーというのだっ

た。札幌北区役所から歩くスキーを借りて来て三晩北大

農場でトレーニングをした後の参加である。私も2年半

ぶりの北海道であったし、雪の中で人間の万が喜々とし

ていた。

雪の降る林は何とも淋しいものである。雪粒にかすん

だ谷向いの斜面からキツツキのドラミングが響いてく

る。ヤマガラもゴジュウカラも時折遠くに姿を見せるだ

けで、烏を見ることに慣れない私には、双眼鏡を使って

も皆灰色に見え区別がつかなかった。トドマツの太い幹

に大きく口を開いた穴はクマゲラの掘ったものだと言

う。クマケラほ野幌の森林公園には数える程しか棲んで

いないと聞き、広いとは思えないこの林に隔離された烏

も淋しいだろうと感じながら歩く。マヒワの群れが梢に

止っている木があった。空とのコントラストを失い枯れ

残った葉のように見える。双眼鏡のレンズに雪がついて

よく見えなかったが、これもまたひどく寒そうに羽をふ

くらませ、まん丸になっている。午後1時過ぎ、探鳥会

は終ったが私達はまだ暫く公園に残ることにした。（後

続文省略深謝編集部）

〔記録された鳥〕　トビ　ヤマゲラ　アカゲラ　オオア

カゲラ　コゲラ　ハシブトガラ　ヒガラ　ヤマガラ　ゴ

ジュウカラ　マヒワ　ウソ　カラス12種　エゾリス

［参加者〕　石井忠雄　島根松朗　藤沢忠勝・伸也・宏

樹　岡沢孝雄　中野進　鶴崎展巨　星川和夫　大谷剛

村野紀掟　早瀬広司・富　柳沢信雄・千代子　羽田恭子

藤原直人　武田忠義　白沢昌彦19名

〔担当幹事〕　柳沢信雄　柳沢千代子
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鳥たちの、最も生き生きと

した季節です。彼らのくらし

ぶりを、そっとのぞきに行き

ませんか。

＜野幌探鳥会＞

とき　昭和54年4月30日（月）

5月13日（目）

集合　国鉄　大麻駅待合室　午前8時30分集合

＜ウトナイ探鳥会＞

とき　6月10日（日）

集合　国鉄千歳線　植苗駅前　午前9時集合

＜福移探鳥会＞　石狩川畔

とき　7月1日（日）

集合　札幌市営バス札苗線「福移入り口」停留所に

午前8時30分集合
・探鳥会には、観察用具、筆記用具、昼食、雨具等

を持参して下さい。いずれも2時～3時頃までに終了

します。ひどい暴風雨でないかぎり行います。

・探鳥会についてのお問合せは、柳沢851－6364か

羽田611→0063へ。

野幌森林公園を歩きましょう

上記の探鳥会のほか、次のように探鳥散歩を行いま

す。どうぞご参加下さい。

とき　4月15日　5月27日　6月24日　7月15日

集合　午前8時30分　大麻駅待合室

・探鳥散歩についてのお問合せは、上記、柳沢か羽

田へ。
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◆探鳥会幹事から

野鳥愛護会の活動の中心は

野鳥だよりの発行と、探鳥会

の実施にあります。しかし、

全道、或は全国に散在する会

員の、探鳥会に対する声を→

堂に集まってきく機会は持て

ません。探鳥会実施後の報告は、参加者のレポートに

より野鳥だよりに掲載されますが、探鳥会に対するご

意見ご希望、苦情等、どんなことでも結構ですから、

係までお寄せ下さい。皆様の声をお待ちしています。

探鳥会幹事代表

064札幌市中央区円山西町491羽田恭子

◆寄贈文献　次の文献の寄贈を受けました。事務所に

ありますからご覧になりたい方はご一報ください。

・十勝野鳥だより　恥．7（日本野鳥の会十勝クルー

プから）

・北の野鳥　Nn．13（日本野鳥の会　迫川野鳥の会）

・野鳥さいたま　No．1～No．5（日本野鳥の会培玉県

支部から）

う　・野鳥ニュース　的．3（白老町立飛生小学校から）

、・私たちの自燃（日本鳥類保護連盟）

・かっこう（日本野鳥の会札幌支部）

」
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なお、今後とも会報交換などを増進し、本誌情報の

質を高めたいと思いますのでご協力をお願いします。

◆日本野鳥の会全国大会が今年、北海道で開かれます

・日時　昭和54年6月16日～17日

・会場　苫小牧市ウトナイ湖畔ウトナイ観光ホテル

◆野鳥写真展　愛鳥週間中の6月5日～18日に札幌市

中央区北4西4の三菱信託銀行札幌支店ロビーにおい

て本会会員の写実を主とする野鳥展を予定していま

す。よい写真をお持ちの方は事務局までご連絡くださ

い。

◆今年もチェックリストをよろしく

昨年は恐らく全国でも初の試みであるチェックリス

ト調査に協力していただきましてありがとうございま

す。あいにく日本野鳥の会の繁殖状況調査とかち合っ

てしまい影が薄かったきらいはありましたが、それで

も全道から50枚ほどのリストが集まりました。一人で

5、6枚送ってくれた方もいます。本別こも報告のあ

る通り、道内には記録さえ満足にない所が沢山ありま

す。チェックリストを集積してわれわれの手で北海道

の鳥相国が作れる日まで頑張りましょう。必要枚数を

事務所宛一報して下されば、折り返し送ります。
一●日へ、、、rH、’ヽ■′一・．11■■ヽJ■′Hrヽ、・‘・■rH　ヽ一・・．、、▲、＿、■一，′■■ヽいり．Jr一日りヽ－Jり．

〔締〕〔集〕〔後〕〔記〕

記事を御覧になっていかがでしたか。本号は今まで

とちょっとちがう点があります。それは増ページにな

っていること（今回限り）、探鳥地案内を拡大し、探

鳥会案内を終ページの見やすいところに位置づけたこ

と、整理用の穴をあけたことなどです。なつかしい百

武さんの報告、斎藤さんの鳥と樹木の関係や長井さん

の中国報告も注目していただけたかと思います。

メインの涛沸湖の鳥相の城殿さんは海外青年協力隊

．L∃一′．　ハ

に加わって近くパラグァイに2年間の予定で行くこと

になっています。また編集幹事の小堀さんも近く渡欧

のついでに鳥を見てくると言っています。そのうち外

国関係のすぼらしい原稿が本誌を飾ることでしょう。
一方、外国に行かず（行けず？）平凡？な鳥を追って

いる私たちにとっても鳥がきれいに、沢山見えるすて

きな時候となりました。編集幹事一同も早や1年の任

期を迎えたわけです。いたらぬことばかりだったこと

をお詫びしつつ、寄稿や助言をくださった多くの方々

に深く感謝します。　　　　　　　　（村野記）

〔北海道野鳥愛護会〕　年会費1，000円（会計年度4月より）郵便振替　小樽18287
㊨060札幌市中央区北4条西5丁目（林業会館）北海道国土緑化推進委員会内暦（261）9022
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